
平成 29年度水力発電の導入促進のための事業費補助金（水力発電事業性評価事業）実施概要                                                                                         平成 30年 2月 
 
 

近江谷地下流小水力発電所事業性評価事業 

 
１．調査の目的 
 事前の流量観測と図上検討により、想定している落差、流量、ルート案があるため、この調査事業によりそれらを
実証し、行政機関への許認可や住民への理解を高めていくことが目的である。また実現に向けた基本設計までを行
うことで事業化につなげたい。 
 
２．調査の内容 
  （１） 事業者名 
     全通株式会社 
  （２） 事業名 
     近江谷地下流小水力発電所事業性評価事業 
  （３） 事業期間 
     平成 29年 7月 31日 ～ 平成 30年 1月 31日 
  （４） 調査を実施する発電設備の概要 

a.型   式 ： 水路式 
b.使用水量 ： 0.65㎥/s  ※申請時 0.61㎥/s 
c.有効落差 ： 9.89ｍ     ※申請時 9.1m 
d.出   力 ： 目標 49kW 

 
３．平成 29年度の事業実施概要 

(1) 間瀬川での流量調査（取水地点で月一回程度） 

(2) 発電レイアウトの概略設計 

(3) 概算事業費の算出 

(4) 最適水車発電機の選定 

(5) 測量（距離・落差・勾配） 

(6) 許認可取得前の事前協議・ヒアリング 

(7) 基本設計（取水構造物・導水路・発電所・放水口）を実施する 

(8) 事業性評価を行う 
 
       

 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 
     
４．調査の成果等 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

本調査で得られた諸元数値から20年間のキャッシュフローを作成した。 

なお、基本設計に基づく概算事業費は4億円6873万円と算出されたが、水圧管路等について別途詳細に積算を行い、概

算事業費は1億5414万円と圧縮された。次年度以降への事業化に繋げたい。 

 年間可能発電量：（10年平均データより）約31万kWh 

 売電価格   ：34円/kWh （税抜き） 

 年間売電収入 ：1千60万円（税抜き） 

 20年間累積収支：-4千1百万円 

 PIRR     ：-2.52% 

 EIRR     ：-14.04% 

 最大DSR    ：1.34 

 最小DSR    ：0.53 

 平均DSR    ：0.65 

 総事業費：1億5400万円、自己資本1千万円、借入金1億4千5百万円、 

 金利2,0%、17年返済 
 
5．事業スケジュール 
 

流量観測 

基本設計：放水設備 

測量成果（平面図） 

キャッシュフロー（一部抜粋） 
流況曲線（一部拡大） 

 


